
【野田川水系加悦奥川】令和５年８月台風第７号に係る整備効果

■野田川（京都府）では、H30出水において、内水氾濫により床上2戸、床下16戸の家屋浸水被害が発生
■出水を踏まえ、広域河川改修事業（R1～R5継続中）や5か年加速化対策等を活用して、集中的に河道掘削等を推進
■R5台風第７号（8月14～15日）ではH30出水を上回る規模の雨量を記録したが、家屋浸水被害を解消
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令和5年台風第7号にお
いては、最大24時間降水
量が、平成30年7月豪雨
を上回ったものの、河道
拡幅等の実施により、最
高水位を氾濫危険水位以
下に抑えられ、内水被害
の防止に寄与

位置図

野田川
（与謝野町）

出水状況写真

のだ

整備前

N

：H30.7月豪雨浸水範囲

これまでの治水対策

防災・安全交付金（広域河川改修事業）（～継続実施）
3か年緊急対策（H30～R2）
5か年加速化対策（R2～継続実施）
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